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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第55期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第54期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 12,539,91551,861,515

経常利益 (千円) 59,425 966,429

四半期(当期)純利益 (千円) 48,930 626,254

純資産額 (千円) 14,805,58614,856,342

総資産額 (千円) 25,274,87526,734,234

１株当たり純資産額 (円) 855.61 860.59

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 2.83 36.30

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 2.83 36.19

自己資本比率 (％) 58.6 55.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △671,186 311,325

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 115,376 206,267

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △155,021△128,843

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,015,4831,707,187

従業員数 (名) 288 262

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　平成20年６月期から在外子会社EASTON ELECTRONICS(THAILAND)CO.,LTD.を連結の範囲に含めておりま

す。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動につきましては、当社のタイにおける、

商品の販売ならびにサービスの提供のため、EASTON ELECTRONICS(THAILAND)CO.,LTD.を設立し、関係

会社といたしました。

 

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金又は
出資金

主要な事業
の内容

議決権の
所有(被所有)割合

関係内容
所有割合
(％)

被所有割合
(％)

(連結子会社)  (千THB)    

EASTON ELECTRONICS
(THAILAND)CO.,LTD.

タイ 14,000

半導体・液晶
デバイス・電
子部品・電子
機器の販売及
びサービスの
提供

100.0
(100.0)

―

当社のタイにおける、商品
の販売ならびにサービス
の提供
役員の兼任…１名

(注) １　特定子会社には該当いたしません。

２　有価証券届出書又は、有価証券報告書を提出しておりません。

３ 「議決権の所有〔被所有〕割合」欄の(内書)は間接所有であります。

４　平成20年４月に新設し、事業開始時期は平成20年５月であります。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 288

(注)　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出

向者を含む就業人員であります。

 

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 252

(注)　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入実績を商品別に示すと、次のとおりであります。

 

品目

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

金額(千円)

集積回路 5,947,761

半導体素子 1,483,945

表示デバイス 3,623,132

その他 610,231

合計 11,665,071

(注)　金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注状況

当第１四半期連結会計期間における受注状況を商品別に示すと、次のとおりであります。

 

品目

受注高 受注残高

金額(千円) 金額(千円)

集積回路 6,584,126 2,996,587

半導体素子 1,428,854 897,228

表示デバイス 3,482,450 877,447

その他 619,465 382,998

合計 12,114,896 5,154,262

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を商品別に示すと、次のとおりであります。
 

品目

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

金額(千円)

集積回路 6,616,572

半導体素子 1,649,612

表示デバイス 3,628,117

その他 645,613

合計 12,539,915

(注) １　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりです。
 

 
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

相手先 金額(千円) 割合(％)

㈱日立製作所 2,339,411 18.7

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。
 

会社名 仕入先 契約年月日 主要取扱商品 契約内容

当社
株式会社ゼンテック・テクノ
ロジー・ジャパン

平成20年５月14日
無線LANモジュール、
SD/SDIOコントローラデバイス

代理店契約

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期における我が国経済は、原油などエネルギー・原材料価格の高騰などにより、個人

消費に弱めの動きが広がりつつあり、景気のけん引役となってきた企業部門にも陰りが出始め、設

備投資計画は伸びが鈍化し、景気は減速傾向で推移いたしました。

世界経済は、米国のサブプライム問題による世界的なインフレ傾向のリスクが高まっており、世

界の景気は減速の動きに広がりがみられる状況であります。

半導体業界におきましては、DRAM価格低下の影響による半導体設備投資の抑制は残ったものの、

新興経済国でのパソコン、携帯電話、デジタル製品の需要拡大などにより底堅く推移いたしました。

このような状況において、当社グループは、半導体製造装置向け半導体は減少しましたが、自動車

関連機器向け半導体、デジタル家電向け表示デバイス等の売上が拡大し、主な取扱品目別売上高で

は、集積回路が前年同期比94.7％、半導体素子が同106.0％、表示デバイスが同153.3％となりまし

た。

その結果、当第１四半期の売上高は125億39百万円、経常利益59百万円、四半期純利益48百万円と

なりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末(平成20年３月末)と比較し以下の

とおりとなりました。

前連結会計年度末に対し、総資産は1,459百万円減少し25,274百万円となり、純資産は、配当金支

出による利益剰余金の減少により、50百万円減少の14,805百万円となりました。これにより自己資

本比率は58.6％となり、時価ベースの自己資本比率は18.6％となりました。

増減の主なものは、流動資産では現金及び預金が691百万円減少し、受取手形及び売掛金が311百

万円減少しております。

負債は1,408百万円減少し、主なものは支払手形及び買掛金の減少961百万円であります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、税金等調

整前四半期純利益が75百万円の計上となり、売上債権の減少及び保険積立金の解約による収入等が

あったものの、仕入債務の減少及び法人税等の支払額等により、1,015百万円となりました。

 

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。

 

　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は671百万円となりました。これは主に、仕入債務の減少によるもの

であります。

 

　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果得られた資金は115百万円となりました。これは主に、保険積立金の解約による収

入によるものであります。

 

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は155百万円となりました。これは主に、配当金の支払によるもので

あります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,784,58017,784,580
ジャスダック
証券取引所

―

計 17,784,58017,784,580― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

 

株主総会の特別決議日(平成15年６月27日)

 
第１四半期会計期間末現在
(平成20年６月30日)

新株予約権の数(個) 28(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 56,000(注)３

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり217(注)２、３

新株予約権の行使期間
平成17年８月１日～
平成20年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　217
(注)３

資本組入額　109

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時におい

ても当社または当社の子会社の役員もしくは従業員

の地位にあることを要する。ただし、任期満了による

退任、定年退職、その他正当な理由がある場合にはこ

の限りでない。

　その他権利行使の条件は、新株予約権発行の取締役

会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結す

る契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要す

る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、2,000株であります。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整に

より生ずる１円未満の端数は切り上げます。

　調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

　　　また、時価を下回る金額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額

を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

 既発行株式数

＋

新株発行(処分)株式数×１株当り払込(処分)金

額

調整後払込金額＝調整前払込金額

×

１株当り時価

既発行株式数＋新株発行(処分)株式数

　　　なお、上記計算式中の「既発行株式数」は、当社が保有する自己株式の数を除きます。

３　当社は、平成19年10月１日付で１株を２株とする株式分割を行っております。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 17,784,580 ― 3,433,100 ― 3,652,920

 

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

521,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

17,077,000
17,077 ―

単元未満株式
普通株式

186,580
― ―

発行済株式総数 17,784,580― ―

総株主の議決権 ― 17,077 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株(議決権10個)

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が540株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱イーストンエレクトロ
ニクス

東京都中央区日本橋本石
町
三丁目３番10号

521,000― 521,000 2.93

計 ― 521,000― 521,000 2.93

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

最高(円) 308 300 300

最低(円) 280 282 270

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年

４月１日から平成20年６月30日まで)の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人によ

り四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 975,403 1,667,143

受取手形及び売掛金 14,653,483 14,964,829

有価証券 40,079 40,044

商品 5,593,003 5,424,195

繰延税金資産 191,648 149,489

その他 437,317 961,080

貸倒引当金 △1,316 △1,316

流動資産合計 21,889,619 23,205,465

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,025,454 1,025,229

減価償却累計額 △616,903 △609,859

建物及び構築物（純額） 408,550 415,370

車両運搬具 38,924 45,523

減価償却累計額 △26,849 △31,684

車両運搬具（純額） 12,075 13,839

工具、器具及び備品 182,855 173,186

減価償却累計額 △136,153 △132,259

工具、器具及び備品（純額） 46,701 40,926

土地 1,337,584 1,337,584

有形固定資産合計 1,804,912 1,807,721

無形固定資産

ソフトウエア 60,990 63,190

電話加入権 8,056 8,056

無形固定資産合計 69,047 71,247

投資その他の資産

投資有価証券 853,725 788,507

敷金及び保証金 339,123 337,783

繰延税金資産 150,537 232,068

その他 191,260 362,389

貸倒引当金 △23,350 △70,950

投資その他の資産合計 1,511,295 1,649,799

固定資産合計 3,385,255 3,528,769

資産合計 25,274,875 26,734,234
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,564,648 10,526,357

未払法人税等 12,548 357,735

繰延税金負債 － 228

その他 707,986 714,007

流動負債合計 10,285,182 11,598,329

固定負債

長期預り保証金 43,619 43,619

退職給付引当金 43,319 31,950

役員退職慰労引当金 97,166 203,992

固定負債合計 184,105 279,562

負債合計 10,469,288 11,877,891

純資産の部

株主資本

資本金 3,433,100 3,433,100

資本剰余金 3,653,533 3,653,985

利益剰余金 7,795,949 7,919,648

自己株式 △109,429 △118,751

株主資本合計 14,773,153 14,887,981

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 84,556 43,776

為替換算調整勘定 △52,122 △75,415

評価・換算差額等合計 32,433 △31,638

純資産合計 14,805,586 14,856,342

負債純資産合計 25,274,875 26,734,234
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(2)【四半期連結損益計算書】
  【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

売上高 12,539,915

売上原価 11,488,547

売上総利益 1,051,368

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 ※
 1,031,796

営業利益 19,571

営業外収益

受取利息 2,352

仕入割引 543

受取賃貸料 2,645

販売手数料 10,376

開発支援収入 15,073

その他 23,259

営業外収益合計 54,251

営業外費用

支払利息 16

手形売却損 181

売上割引 775

為替差損 9,512

その他 3,911

営業外費用合計 14,397

経常利益 59,425

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,500

保険解約返戻金 13,709

特別利益合計 16,209

税金等調整前四半期純利益 75,635

法人税、住民税及び事業税 9,931

法人税等調整額 16,773

法人税等合計 26,704

四半期純利益 48,930
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 75,635

減価償却費 17,397

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △106,826

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,369

支払利息 16

受取利息及び受取配当金 △6,387

保険解約返戻金 △13,709

売上債権の増減額（△は増加） 297,545

たな卸資産の増減額（△は増加） △175,409

その他の流動資産の増減額（△は増加） 528,538

仕入債務の増減額（△は減少） △952,886

その他の流動負債の増減額（△は減少） △18,074

その他 13,514

小計 △331,777

利息及び配当金の受取額 6,387

利息の支払額 △16

法人税等の支払額 △345,779

営業活動によるキャッシュ・フロー △671,186

投資活動によるキャッシュ・フロー

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 2,609

投資有価証券の取得による支出 △1,930

投資有価証券の売却による収入 12

有形固定資産の取得による支出 △13,361

保険積立金の積立による支出 △602

保険積立金の解約による収入 139,522

その他 △10,873

投資活動によるキャッシュ・フロー 115,376

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △163,892

自己株式の純増減額（△は増加） △242

ストックオプションの行使による収入 9,114

財務活動によるキャッシュ・フロー △155,021

現金及び現金同等物に係る換算差額 19,127

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △691,703

現金及び現金同等物の期首残高 1,707,187

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,015,483
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

 

 

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１　連結の範囲の変更

当第１四半期連結会計期間から、新たに設立した

EASTON ELECTRONICS(THAILAND)CO.,LTD.を連結の範

囲に含めております。

２　会計方針の変更

　　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

 「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計

基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９

号)を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価

基準については、低価法から原価法(収益性の低下

による簿価切下げの方法)に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、売上

総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益が30百万円それぞれ増加しております。

 

【簡便な会計処理】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

棚卸資産の評価方法

　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関して

は、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によってお

ります。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下

が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

 
受取手形割引高 425,986千円

 
―――――――

 

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

(1) 役員報酬 53,931千円

(2) 給与及び賞与 453,025千円

(3) 退職給付費用 47,986千円

(4) 賃借料 101,069千円

(5) 減価償却費 17,397千円
　

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 975,403千円

キャッシュ・リザーブ・ファンド 40,079千円

現金及び現金同等物 1,015,483千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 17,784,580

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 480,380

 

 

３　新株予約権等に関する事項

会社名 内訳
目的となる

株式の種類

目的となる

株式の数(株)

当第１四半期
連結会計期間末残高

(千円)

提出会社 平成15年新株予約権 普通株式 56,000 ―

合計 56,000 ―

(注) １　目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式数を記載してお

ります。

２　上表の新株予約権は、すべて権利行使可能なものであります。

 

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年５月15
日
取締役会

普通株式 利益剰余金 172,630 10平成20年３月31日平成20年６月10日

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理

を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べ

て著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。

 

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　当社及び連結子会社の事業は、従来、「電子部品関連事業」と「電子・電気機器関連事業」の２つ

のセグメントに区分しておりましたが、前連結会計年度において「電子・電気機器関連事業」の販

売が終息したため、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントとなりました。従いまして、開示対

象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 

 
日本
(千円)

アジア地域
(千円)

計(千円)
消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高      

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

11,242,6201,297,29412,539,915 ― 12,539,915

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

138,745 104,540 243,286(243,286) ―

計 11,381,3661,401,83512,783,202(243,286)12,539,915

営業利益又は営業損失(△) △28,630 50,777 22,146 (2,575) 19,571

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　アジア地域………香港、シンガポール、中国、マレーシア、タイ、台湾、ベトナム他

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)
 

 アジア地域 計

海外売上高(千円) 3,454,399 3,454,399

連結売上高(千円) ― 12,539,915

連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

27.6 27.6

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　アジア地域………香港、シンガポール、中国、マレーシア、タイ、台湾、ベトナム他

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

  

 855円61銭

  

 860円59銭

 

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 14,805,586 14,856,342

普通株式に係る純資産額(千円) 14,805,586 14,856,342

差額の主な内訳   

　該当事項はありません。 ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 17,784,580 17,784,580

普通株式の自己株式数(株) 480,380 521,540

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通
株式の数(株)

17,304,200 17,263,040

 

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　第１四半期連結累計期間

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　
  至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 ２円83銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ２円83銭

 

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
(千円)

48,930

普通株式に係る四半期純利益(千円) 48,930

普通株主に帰属しない金額の内訳(千円)  

　該当事項はありません。 ―

普通株式の期中平均株式数(株) 17,280,510

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算
定に用いられた普通株式増加数 (株)

20,186

普通株式増加数(株) 20,186

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成20年８月６日

株式会社イーストンエレクトロニクス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　鈴　　木　　一　　夫　　印

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　北　　川　　卓　　哉　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社イーストンエレクトロニクスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度

の第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責

任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イーストンエレクトロニ

クス及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結

累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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